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§１．研究成果の概要 

 

人類は常にウイルスに曝露され続けている。ウイルス感染細胞はウイルス粒子を産生し、これが

別の細胞へと伝播され、感染が広がっていく。エクソソームに代表される内因性微粒子はほぼ全て

の細胞から放出されるため、当然、ウイルス感染細胞からも放出されるが、ウイルス感染におけるそ

の役割はほとんど分かっていない。本研究では、ウイルス感染やウイルス関連疾患の発症に、ウイ

ルス産生細胞から放出される内因性微粒子がどのように関与するかや、外因性微粒子であるウイ

ルス粒子との関わりを明らかにすることを目指す。 

  Epstein-Barr ウイルス（EBV）は成人の約 90％が既に感染しており、ありふれたウイルスの一つで

ある。EBV の感染は一般に症状がないことが多いが、まれに発熱やリンパ節腫脹などの伝染性単

核症などの良性疾患（特別な治療を要さずに治る）を起こす。一方、EBV は発がんウイルスでもあ

り、一部のヒトにリンパ腫や上咽頭がんなどの悪性疾患（治療なしで治癒することはなく、放置すれ

ば死に至る）を起こす。EBV は宿主に対して多彩な病態を引き起こし、良性疾患から悪性疾患まで

様々な病気を発症させるため、ここにウイルス感染細胞から放出される内因性微粒子が関与する

のではないかと考える。本研究では、エクソソームに内包される EBV タンパク質 BGLF2 と BNRF1

の機能解析を中心に研究を展開する。 

本年度は、ウイルス産生細胞から放出されたエクソソームおよび BGLF2 を含んでいるエクソソー

ムが、EBV 感染を促進することを実証した。また、BNRF1-KO ウイルスを使用して樹立した LCL

（EBV 陽性リンパ芽球細胞株）では、WT ウイルスから樹立した LCL と比べ、腫瘍形成能が著しく

低下することを明らかにし、そのメカニズム探索を行った。 

  さらに、新型コロナウイルス粒子が細胞への侵入の際に関与する宿主因子 TMPRSS2 の阻害剤

開発を実施した。 
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